開発行為（届出）協議図書の作成要領

１．作成上の注意事項

（1） 協議図書を提出する場合は，市用・申請者用の２部を市に提出してください。

（2） 協議書の製本は，協議図書一覧表の順に整理してください。

（3） 協議図書の大きさはＡ４判にしてください。ただし，設計図書は屏風折りとし，綴じ込み又は納袋してください。この場合，納袋した設計図の目録を袋の表に記載してください。

（4） 設計図面は，設計者が記名及び押印したものを提出してください。

２．協議図書一覧表

	開発行為（届出）協議書
目録（申請図書の一覧表）･･････申請者において作成してください

開発行為の概要
協定書
委任状

	開発区域位置図

	　開発区域図

	　開発面積求積図

	　公図写

	　全部事項証明書

	　現況図

	　土地利用計画図

	　防災計画，排水計画平面図

	　造成計画平面図

	　造成計画縦断図

	　造成計画横断図

	　法面詳細図

	　公共施設管理者の同意書等

	　開発行為施行等の同意書

	　開発区域内の権利者の一覧表

	その他市長が認める図書
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（1） 協議に必要な書類

	協議図書
	書類の作成要領

	開発行為（届出）協議書
	開発区域の面積は実測面積を記入してください

	委　　　　任　　　　状
	申請の手続きを第三者に委任する場合は，委任状を添付してください。なお，受任者の電話番号等連絡先を記入しておいてください。

	開発計画の概要
	

	協定書
	

	主な工事施行経歴書
	

	開発区域内及びその周辺地域に存するため池，水路等に影響があると認められる場合は，当該施設について権利を有する者の同意書
	開発区域内の権利者の一覧表を添付してください。

　同意書の印は実印とし，印鑑証明の添付が必要です。相互に３ヵ月以内のもの。

　開発行為又は開発行為に関する工事の実施の妨げとなる者のすべての同意を得てください。

　妨げとなる権利を有する者とは，

　　土　地････所有権，永小作権，地上権，貸借権，質権，抵当権，根抵当権，先取特権，採石権等，土地が保全処分の対象となっている場合にはその保全処分をした者

　　工作物････所有権，貸借権，質権，抵当権，根抵当権，先取特権，土地改良施設のある場合はその管理者



	全部事項証明書
	開発行為又は開発行為に関する工事をしようとする土地の全部事項証明書を用意してください。

　協議書提出より３ヵ月以内のものを添付してください。

	公共施設管理者の
同意書等
	管理者の同意を得てください。（道路，河川，公園，下水道等）

	その他市長が
必要と認める図書
	· 法人全部事項証明書（法人でない団体の場合は代表者の氏名，規約等）

· 他法令による規制がある場合の許認可の写し又は申請書の写し

· 防災施設等の集計表（図面との対照番号）

· 構造計算書，水理計算書，その他各種設計計算書


（2） 協議に添付する図面

	協 議 図 書
	設 計 図 の 明 示 事 項

	開発区域位置図
	S=1/10,000以上

· 方位

· 開発区域（赤色で周囲を囲む）

· 開発区域周辺の公共施設の位置，名称

· 市町村界及び周辺の地形

· 凡例

	開発面積求積図
	S=1/500以上。　三斜等により算出してください。計算し小数点以下２位までとしてください。

· 方位

· 開発区域の全面積

· 「開発計画の概要」の土地利用計画欄の区分ごとの面積

	公図写
	開発区域の町名・地番・里道・水路等が表示された，法務局備え付けの公図の写しに開発区域の境界を朱書きで示してください。

公図には，写しを取った法務局，年月日，氏名を記入のうえ押印してください。

	現況図
	S=1/1,000以上。　相当範囲の外周区域を包括したものでなければなりません。

· 方位

· 開発区域の境界（朱書き）

· 地形（等高線は２ｍの標高差を示すもの）

· 開発区域内及びその周辺の公共施設及び公益的施設の位置並びに形状

· 開発行為の妨げとなる権利を有するものの工作物等の物件

	土地利用計画図
	　S=1/1,500以上。　

· 開発区域の境界（朱書き）

· 公共施設及び公益的施設の位置，その他構造物の位置

· 樹木又は樹木の集団の位置

· 緩衝帯の位置，形状

· 凡例（構造物種別に色分け）

	防災計画，
排水計画平面図
	　S=1/500以上。　放流先図示に必要な範囲の外周区域を包括してください。

· 方位

· 開発区域の境界（朱書き）

· 排水施設の位置，種類，材料，形状，内のり寸法，延長及び勾配

· 流水方向

· 吐口の位置

· 放流先河川，水路の名称

· 流量計算書との照合符号

· 道路等の公共施設，公益的施設の敷地の計算高

· 凡例（排水構造物種別での色分け）

	造成計画平面図
	　S=1/500以上。　現況線は細線で記入してください。（等高線は２ｍの標高差を示してください）

　切土部は黄色，盛土部は緑色の各々淡色で色別してください。擁壁，のり等を色別してください。

· 方位

· 開発区域の境界（朱書き）

· がけ又は擁壁等構造物の位置，延長，寸法

	
	· 道路の位置，延長，幅員，勾配

· 道路の中心線とその測点及び計算高

· 敷地の形状及び計算高

· 公共用の空地及び公益的施設の位置，形状規模及び名称

· 縦横断線の位置

· 宅地の計算高

· ベンチマークの位置と高さ

· 公共施設一覧表に記載の公共施設との対照番号

· 凡例（構造別種別の色分け）

	造成計画縦断図
	　S=1/300以上。　現況線は細く，計画線を太く表示してください。区域外の地形も含んだ断面を作成してください。特に周囲の人家等の防災上重要な場所については，別に断面図を作成してください。

· 測点（測点間隔３０ｍ以内）

· 区域境界位置

· 基準線（Ｄ．Ｌ）

· 現地盤面と計画地盤面

· 計画地盤高

· がけ，擁壁，道路の位置，形状

· その他の工作物の位置，形状

· 土羽の位置，形状

· 現地盤面の段切の位置及び形状

	造成計画横断図
	　S=1/300以上。　現況線は細く，計画線を太く表示してください。区域外の地形も含んだ断面図を作成してください。特に周囲の人家等の防災上重要な場所については，別に断面図を作成してください。

· 測点（測点間隔３０ｍ以内）

· 区域境界位置

· 基準点（Ｄ．Ｌ）

· 現地盤面と計画地盤面

· 計画地盤高

· がけ，擁壁，道路の位置，形状

· その他の工作物の位置，形状

· 土羽の位置，形状

· 現地盤面の段切の位置及び形状

	法面詳細図
	　S=1/50以上。　現況は細く，計画線は太く表示してください。

· 法面の高さ及び勾配

· 土質（土種類が２以上あるときはそれぞれの土質及びその地層）

· 法面の保護の方法

· 区域境界位置

· 現地盤面


